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血
液
凝
固
線
溶
と
関
連
す
る

出
血
性
疾
患

■
は
じ
め
に

　

出
血
と
は
、
血
管
の
破
綻
あ
る
い
は
異

常
に
よ
り
、
血
液
が
血
管
外
へ
流
れ
出
す

こ
と
を
い
い
ま
す
。
正
常
状
態
で
は
自
然

に
出
血
す
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
、
血
管

が
損
傷
を
受
け
出
血
し
て
も
容
易
に
止
血

し
ま
す
。
こ
れ
を
止
血
機
構
と
い
い
、
①

血
管
、
②
血
小
板
、
③
凝
固
因
子
、
④
線

維
素
溶
解
現
象
（
線
溶
）
が
関
与
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
凝
固
・
線
溶
に
対
す
る
抑

制
因
子
も
止
血
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。
出
血
性
疾
患
と
は
、
誘
因
な
し
に
自

然
に
出
血
し
た
り
ご
く
些
細
な
外
傷
に
よ

り
出
血
し
や
す
く
、
か
つ
容
易
に
止
血
し

な
い
病
気
の
総
称
で
す
。

■
止
血
の
仕
組
み

　

血
管
内
で
血
管
壁
が
損
傷
さ
れ
る
と
、

ま
ず
血
管
の
収
縮
が
起
こ
り
、
血
流
を
低

下
さ
せ
出
血
を
抑
え
よ
う
と
し
ま
す
。
次

い
で
血
小
板
が
、
傷
害
部
位
の
血
管
内
皮

下
の
コ
ラ
ー
ゲ
ン
に
粘
着
し
、
粘
着
し
た

血
小
板
に
次
々
と
他
の
血
小
板
が
凝
集
し

ま
す
。
血
小
板
凝
集
塊
は
増
大
し
、
傷
害

部
位
を
覆
っ
て
止
血
を
行
い
ま
す
。
こ
の

血
栓
を
血
小
板
血
栓
と
よ
び
、
こ
の
よ
う

な
止
血
の
仕
方
を
一
次
止
血
と
い
い
ま

す
。
一
次
止
血
に
お
い
て
は
、
血
小
板
が

主
役
を
務
め
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
血
管
損

傷
部
位
で
活
性
化
さ
れ
た
血
小
板
は
、
そ

こ
へ
粘
着･

凝
集
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら

に
血
小
板
凝
集
塊
よ
り
ト
ロ
ン
ボ
キ
サ
ン

A2

な
ど
の
血
小
板
凝
集
物
質
が
放
出
さ

れ
、血
小
板
凝
集
塊
は
大
き
く
な
り
ま
す
。

し
か
し
こ
の
凝
集
塊
は
ま
だ
も
ろ
く
、
可

逆
的
凝
集
の
段
階
に
あ
り
ま
す
。

　

次
い
で
、
組
織
液
が
血
管
内
に
入
り
込

む
こ
と
に
よ
り
外
因
系
凝
固
反
応
が
お

こ
っ
て
生
じ
た
ト
ロ
ン
ビ
ン
、
さ
ら
に
接

触
因
子
の
活
性
化
に
よ
っ
て
内
因
系
凝
固

反
応
が
起
こ
っ
て
生
じ
た
ト
ロ
ン
ビ
ン

が
、
血
小
板
凝
集
塊
に
働
い
て
形
態
変
化

（
粘
性
変
形
）
が
起
こ
る
と
、
非
可
逆
的

で
強
固
な
凝
集
塊
と
な
り
ま
す
。そ
こ
へ
、

ト
ロ
ン
ビ
ン
に
よ
り
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
か

ら
形
成
さ
れ
た
フ
ィ
ブ
リ
ン
が
付
着
し
、

止
血
栓
は
よ
り
強
固
な
も
の
と
な
り
ま

す
。
こ
の
過
程
を
二
次
止
血
と
い
い
、
血

液
凝
固
因
子
が
主
役
を
務
め
ま
す
。
血
管

損
傷
時
の
止
血
に
お
い
て
は
、
反
応
が

ゆ
っ
く
り
の
内
因
系
凝
固
反
応
よ
り
反
応

が
速
や
か
に
進
む
外
因
系
凝
固
反
応
が
よ

り
重
要
と
な
り
ま
す
。

■
血
液
凝
固
系

　

採
血
に
よ
り
、
血
液
を
生
体
外
に
取
り

出
す
と
、
や
が
て
流
動
性
を
失
い
ま
す
。

こ
れ
が
血
液
凝
固
で
、
そ
の
後
凝
固
が
過

度
に
進
ま
な
い
よ
う
に
線
溶
系
の
活
性
化

が
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。
血
液
中
に
は
、

血
液
凝
固
に
関
与
す
る
15
種
類
以
上
の
凝

固
因
子
、
線
溶
に
関
与
す
る
数
種
類
の
因

子
、
そ
れ
に
凝
固
・
線
溶
系
の
抑
制
因
子

が
10
種
類
以
上
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

血
液
凝
固
因
子
は
表
1
の
よ
う
に
カ
ル

シ
ウ
ム
イ
オ
ン  

Ca2+

以
外
は
、
分
子
量
4

～
100
万
前
後
の
糖
蛋
白
で
、
前
酵
素
（
非

活
性
型
）
と
し
て
存
在
し
、
活
性
化
さ
れ

る
と
蛋
白
分
解
酵
素
（
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
）

と
し
て
の
作
用
を
示
し
ま
す
。
血
液
凝
固

因
子
と
認
め
ら
れ
て
い
る
の
は
第
Ⅰ
～
XIII

因
子
ま
で
の
12
種
（
Ⅵ
因
子
は
欠
番
）
で
、

プ
レ
カ
リ
ク
レ
イ
ン
お
よ
び
高
分
子
キ
ニ

ノ
ゲ
ン
は
番
号
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
中

で
、
第
Ⅰ
因
子
（
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
）、

第
Ⅱ
因
子
（
プ
ロ
ト
ロ
ン
ビ
ン
）、
第
Ⅲ

因
子
（
組
織
ト
ロ
ン
ボ
プ
ラ
チ
ン
）、
Ⅳ

因
子
（ 

Ca2+

）
は
通
常
慣
用
名
で
呼
ば
れ

ま
す
。
こ
れ
ら
の
因
子
の
ほ
か
に
、
血
液

凝
固
に
密
接
に
関
連
す
る
物
質
と
し
て
、
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フ
ォ
ン
・
ヴ
ィ
ル
ブ
ラ
ン
ド
因
子
と
リ
ン

脂
質
が
あ
り
ま
す
。

　

フ
ォ
ン
・
ヴ
ィ
ル
ブ
ラ
ン
ド
因
子
は
以

前
（
前
回
の
ｋ
ｅ
ｎ
ｋ
ｏ
）
述
べ
た
様
に
、

血
管
内
皮
下
に
あ
る
コ
ラ
ー
ゲ
ン
ヘ
の
血

小
板
の
粘
着
の
橋
渡
し
を
す
る
ほ
か
、
血

中
で
は
第
VIII
因
子
と
複
合
体
を
作
っ
て
第

VIII
因
子
の
運
搬
体
と
し
て
血
液
凝
固
と
も

関
連
し
て
い
ま
す
。
リ
ン
脂
質
は
、
血
液

凝
固
の
一
部
の
過
程
で
凝
固
因
子
の
活
性

化
を
促
進
し
、
凝
固
を
効
率
よ
く
進
め
る

た
め
の
場
を
提
供
し
ま
す
。
血
小
板
膜
の

リ
ン
脂
質
（
血
小
板
第
３
因
子
）
の
ほ
か
、

傷
害
さ
れ
た
血
管
内
皮
細
胞
の
リ
ン
脂
質

も
凝
固
の
場
と
な
り
ま
す
。

　

第
Ⅰ
～
XIII
因
子
の
う
ち
第
Ⅲ
、
Ⅳ
、
XIII

因
子
以
外
は
す
べ
て
肝
細
胞
で
産
生
さ
れ

ま
す
。
そ
れ
ら
の
う
ち
第
Ⅱ
、
Ⅶ
、
Ⅸ
、

Ⅹ
因
子
の
産
生
に
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
の
存
在

が
必
須
で
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
依
存
性
因
子
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
組
織
因
子
は
血
管
外

膜
な
ど
の
組
織
細
胞
の
膜
で
作
ら
れ
ま

す
。
フ
ォ
ン
・
ヴ
ィ
ル
ブ
ラ
ン
ド
因
子
は

血
管
内
皮
細
胞
と
骨
髄
巨
核
球
で
産
生
さ

れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
凝
固
因
子
の
多
く
は
活
性
化

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
蛋
白
分
解
酵
素
と
し

て
の
性
質
を
も
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
す

な
わ
ち
、
活
性
化
凝
固
因
子
は
次
の
凝
固

因
子
を
特
定
の
部
位
で
分
解
し
、
構
造
変

化
を
起
こ
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た

に
活
性
型
因
子
を
生
じ
さ
せ
、
こ
の
反
応

は
次
々
と
連
鎖
的
に
進
行
し
ま
す
（
カ
ス

ケ
ー
ド
反
応
）。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
機

序
は
、
①
血
管
内
の
凝
固
因
子
の
み
で
反

応
が
進
む
内
因
系
機
序
と
、
②
血
管
外
の

組
織
因
子
が
血
管
内
に
流
入
し
て
反
応
が

進
む
外
因
系
機
序
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

　

内
因
系
凝
固
機
序
と
は
、
血
管
壁
の
損

傷
に
よ
っ
て
出
血
す
る
際
、
血
液
中
の
凝

固
因
子
の
み
が
関
与
し
て
作
動
す
る
血
液

凝
固
の
仕
組
み
を
い
い
、
反
応
は
ゆ
っ
く

り
と
進
み
ま
す
。
ま
ず
第
XII
因
子
が
血
管

内
皮
下
の
コ
ラ
ー
ゲ
ン
な
ど
に
接
触
す
る

と
活
性
化
さ
れ
、
活
性
化
第
XII
因
子
は
第

XI
因
子
を
活
性
化
し
ま
す
。
活
性
化
第
XI

因
子
は
、

Ca2+

と
と
も
に
第
IX
因
子
を
活
性

化
し
、
活
性
化
第
Ⅸ
因
子
は 

Ca2+

、
第
Ⅷ

因
子
（
補
助
因
子
）、
リ
ン
脂
質 

（
血
小

板
お
よ
び
血
管
内
皮
細
胞
由
来
）
と
複
合

体
を
作
り
、第
Ｘ
因
子
を
活
性
化
し
ま
す
。

活
性
化
第
Ｘ
因
子
は
第
Ｖ
因
子
（
補
助
因

子
）、
Ca2+

、
リ
ン
脂
質
と
複
合
体
を
形
成

し
ま
す
。
こ
の
複
合
体
は
プ
ロ
ト
ロ
ン
ビ

ン
（
第
Ⅱ
因
子
）
を
ト
ロ
ン
ビ
ン
に
し
、

ト
ロ
ン
ビ
ン
は
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
（
第
Ⅰ

因
子
）を
フ
ィ
ブ
リ
ン
に
転
換
す
る
ほ
か
、

第
XIII
因
子
を
活
性
化
し
ま
す
。
可
溶
性
で

不
安
定
な
フ
ィ
ブ
リ
ン
は
、
活
性
化
第
XIII

因
子
に
よ
っ
て
分
子
間
に
架
橋
を
形
成

し
、
強
固
な

安
定
化
（
不

溶
性
）
フ
ィ

ブ
リ
ン
と
な

り
ま
す
（
図

１
）。

　

外
因
系
凝

固
機
序
と

は
、
血
管
の

破
綻
に
際
し

て
、
血
液
中

に
組
織
液
が

混
入
し
た
場

合
に
作
動
す

る
血
液
凝
固

の
仕
組
み
を

い
い
、
反
応

は
速
く
進
み

ま
す
。
組
織

因
子
（
第
Ⅲ

因
子
）
を
含

む
組
織
液
が

血
中
へ
流
入

す
る
と
、
組

織
因
子
は
第
Ⅶ
因
子
を
活
性
化
し
、
活
性

化
第
Ⅶ
因
子
お
よ
び 

Ca2+

と
と
も
に
複
合

体
を
形
成
し
ま
す
。
こ
の
複
合
体
は
第
Ｘ

因
子
を
活
性
化
し
ま
す
。
こ
れ
以
降
の
活

第XII因子 活性化第XII因子

第XI因子 活性化第XI因子

第IX因子 活性化第IX因子

第Ｘ因子

安定化(不溶性)フィブリン

活性化第XIII因子

フィブリン

第XIII因子

トロンビン

活性化第Ｘ因子

内因系

血管内皮下コラーゲンなど

プロトロンビン（第Ⅱ因子）

フィブリノゲン（第Ⅰ因子）

外因系

+組織因子（第III因子）
第VII因子 活性化第VII因子

+Ca2+

+Ca2+

+Ca2+

+第Ｖ因子
+リン脂質

+Ca2+

+第VIII因子
+リン脂質

+Ca2+

組織因子（第III因子）

共通系

図 １ 血液凝固反応
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性
化
反
応
は
前
述
の
内
因
系
の
そ
れ
と
同

一
の
機
転
で
進
行
し
ま
す
。 

組
織
因
子

第
Ⅶ
因
子

Ca2+

複
合
体
は
き
わ
め
て
速

や
か
に
形
成
さ
れ
る
の
で
、
外
因
系
機
序

は
反
応
ス
テ
ッ
プ
の
多
い
内
因
系
に
比

べ
、
フ
ィ
ブ
リ
ン
形
成
に
要
す
る
時
間
は

か
な
り
短
く
な
り
ま
す
（
図
１
）。

■
線
維
素
溶
解
（
線
溶
）
系

　

線
溶
と
は
、
蛋
白
分
解
酵
素
で
あ
る
線

溶
酵
素
（
プ
ラ
ス
ミ
ン
）
に
よ
っ
て
、フ
ィ

ブ
リ
ン
が
溶
解
さ
れ
る
こ
と
を
い
い
ま

す
。
適
切
な
止
血
に
お
い
て
は
、
適
度
の

フ
ィ
ブ
リ
ン
が
損
傷
血
管
壁
に
沈
着
し
ま

す
。
必
要
以
上
に
フ
ィ
ブ
リ
ン
沈
着
が
起

こ
れ
ば
、
病
的
血
栓
を
形
成
し
て
臓
器
障

害
を
き
た
す
危
険
性
が
生
じ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
ア
ン
チ
ト

ロ
ン
ビ
ン
Ⅲ
な
ど
の
凝
固
イ
ン
ヒ
ビ
タ
ー

が
作
動
し
ま
す
。
他
方
、
フ
ィ
ブ
リ
ン
沈

着
に
対
し
て
線
溶
が
異
常
に
亢
進
す
れ

ば
、
フ
ィ
ブ
リ
ン
は
溶
解
し
出
血
を
起
こ

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
線

溶
阻
止
因
子
で
あ
る
α２ 

プ
ラ
ス
ミ
ン
イ

ン
ヒ
ビ
タ
ー
な
ど
が
作
用
し
て
、
プ
ラ
ス

ミ
ン
の
活
性
を
抑
え
、
出
血
か
ら
生
体
を

守
っ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
に
し
て
、フ
ィ

ブ
リ
ン
形
成
（
凝
固
）
と
フ
ィ
ブ
リ
ン
溶

解
（
線
溶
）
と
の
バ
ラ
ン
ス
は
、
一
定
に

保
た
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま

す
（
図
２
）。

　

線
溶
機
序
と
し
て
は
、
ま
ず
血
中
の
プ

ラ
ス
ミ
ノ
ゲ
ン
が
、
血
管
内
皮
細
胞
な
ど

か
ら
放
出
さ
れ
る
プ
ラ
ス
ミ
ノ
ゲ
ン
活
性

化
因
子
に
よ
り
活
性
型
の
プ
ラ
ス
ミ
ン
に

変
わ
り
ま
す
。
こ
の
プ
ラ
ス
ミ
ン
は
強
力

な
蛋
白
分
解
酵
素
で
、
フ
ィ
ブ
リ
ン
を
分

解
し
て
、
フ
ィ
ブ
リ
ン
分
解
産
物
を
産
生

し
ま
す
（
図
２
）。
プ
ラ
ス
ミ
ノ
ゲ
ン
活

性
化
因
子
を
多
量
に
含
む
組
織
が
損
傷
を

受
け
て
、
プ
ラ
ス
ミ
ノ
ゲ
ン
活
性
化
因
子

が
多
量
に
血
管
内
に
入
る
こ
と
に
よ
り
プ

ラ
ス
ミ
ン
を
生
成
し
、
血
管
内
で
血
液
凝

固
が
お
こ
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず

線
溶
が
亢
進
す
る
の
を
一
次
線
溶
と
い
い

ま
す
。
一
方
、ま
ず
血
管
内
で
凝
固（
フ
ィ

ブ
リ
ン
血
栓
形
成
）
が
起
こ
り
、
こ
れ
に

反
応
し
て
線
溶
が
亢
進
す
る
の
を
二
次
線

溶
と
い
い
ま
す
。

■
凝
固
異
常
に
よ
る
出
血
性
疾
患

　

出
血
傾
向
が
あ
り
、
血
小
板
数
、
出
血

時
間
に
異
常
が
な
く
、
外
因
系
も
し
く
は

内
因
系
凝
固
検
査
に
異
常
が
認
め
ら
れ
れ

ば
、
凝
固
因
子
欠
乏
ま
た
は
循
環
抗
凝
固

因
子
の
存
在
が
疑
わ
れ
ま
す
。
凝
固
異
常

に
よ
る
出
血
性
疾
患
は
先
天
性
と
後
天
性

に
大
別
さ
れ
ま
す
。

　

先
天
性
凝
固
異
常
に
よ
る
出
血
性
疾
患

と
し
て
は
、
組
織

因
子
と 

Ca2+

を
除

く
す
べ
て
の
凝
固

因
子
に
先
天
性
凝

固
異
常
症
が
あ

り
、
日
本
で
は
第

VIII
因
子
欠
乏
で
あ

る
血
友
病
Ａ
が
約

67
％
、
第
Ⅸ
因
子

欠
乏
で
あ
る
血
友

病
Ｂ
が
約
13
％

で
、
両
者
で
約

80
％
を
占
め
ま

す
。そ
の
他
、フ
ォ

ン
・
ヴ
ィ
ル
ブ
ラ

ン
ド
因
子
欠
乏
で

あ
る
フ
ォ
ン
・

ヴ
ィ
ル
ブ
ラ
ン
ド

病
が
約
15
％
で
、

他
の
凝
固
因
子
欠

乏
は
い
ず
れ
も
き

わ
め
て
稀
で
す
。

血
友
病
Ａ
は
、
第

Ⅷ
因
子
遺
伝
子
の

異
常
に
よ
り
、
先

天
的
に
第
Ⅷ
因
子
活
性
の
低
下
を
示
す
疾

患
で
す
。
第
Ⅷ
因
子
の
遺
伝
子
は
第
Ｘ
染

色
体
上
に
あ
り
、
遺
伝
形
式
は
Ｘ
連
鎖
劣

フィブリン

トロンビン

フィブリノゲン

アンチトロンビンⅢ

プラスミン

α2-プラスミン

インヒビター

フィブリン
過剰沈着

フィブリン
適度沈着

フィブリン
過剰分解

血栓

止血

出血

プラスミノゲン

プラスミノゲン
活性化因子

分解

抑制

図 2 血液凝固と線溶の関係
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性
を
示
し
ま
す
の
で
、
通
常
男
性
の
み
に

発
症
し
ま
す
。
関
節
腔
内
や
筋
肉
内
の
よ

う
な
深
部
出
血
を
繰
り
返
し
ま
す
が
、
体

表
面
の
出
血
が
少
な
い
こ
と
が
特
徴
で

す
。
血
友
病
Ｂ
は
、
第
Ⅸ
因
子
活
性
欠
乏

症
で
あ
る
こ
と
以
外
は
、
血
友
病
Ａ
と
遺

伝
形
式
や
症
状
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
す
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
各
国
王
室
間
の
婚
姻

が
頻
繁
に
行
わ
れ
た
結
果
、
血
友
病
の
遺

伝
子
が
浸
透
し
、
血
友
病
は
「
王
家
の
病

気
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
の

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
の
子
孫
が
血
友
病
患

者
の
代
表
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、イ
ギ
リ
ス
、

ド
イ
ツ
、
ス
ペ
イ
ン
、
ロ
シ
ア
の
各
王
室

に
血
友
病
患
者
が
誕
生
し
ま
し
た
。
特
に

ロ
シ
ア
皇
帝
ニ
コ
ラ
イ
2
世
の
皇
太
子
ア

レ
ク
セ
イ
（
＝
女
王
の
曾
孫
）
が
発
病
し

た
際
、
そ
の
祈
祷
か
ら
ラ
ス
プ
ー
チ
ン
の

権
力
が
強
く
な
り
、
ロ
シ
ア
革
命
の
遠
因

と
も
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
最
近

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
解
析
技
術
の
応
用
に
よ
り
「
王

家
の
病
気
」
は
血
友
病
Ｂ
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
フ
ォ
ン
・
ヴ
ィ

ル
ブ
ラ
ン
ド
因
子
に
は
、
①
血
小
板
が
血

管
内
皮
下
の
コ
ラ
ー
ゲ
ン
な
ど
に
粘
着
す

る
た
め
の
橋
渡
し
役
と
、
②
第
Ⅷ
因
子
と

結
合
し
て
そ
れ
を
運
搬
す
る
作
用
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
フ
ォ
ン
・
ヴ
ィ
ル
ブ
ラ

ン
ド
病
で
は
、
①
血
小
板
機
能
低
下
と
、

②
第
Ⅷ
因
子
活
性
低
下
の
複
合
異
常
を
示

し
ま
す
。 

フ
ォ
ン
・
ヴ
ィ
ル
ブ
ラ
ン
ド

因
子
の
遺
伝
子
は
第
12
番
染
色
体
上
に
あ

り
、
遺
伝
形
式
は
常
染
色
体
優
性
で
あ
る

た
め
、
男
女
と
も
に
認
め
ら
れ
ま
す
。

　

後
天
性
凝
固
異
常
症
と
し
て
は
、
ビ
タ

ミ
ン
Ｋ
欠
乏
症
、
肝
疾
患
、
循
環
抗
凝
固

因
子
の
産
生
等
が
あ
り
ま
す
。
凝
固
因
子

の
第
Ⅱ
、
Ⅶ
、
Ⅸ
、
Ⅹ
因
子
は
肝
で
合
成

さ
れ
る
際
に
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
が
補
酵
素
と

し
て
働
く
た
め
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
欠
乏
症
で

は
、
こ
れ
ら
の
因
子
の
欠
乏
が
お
こ
り
ま

す
。
新
生
児
や
乳
児
で
は
、
腸
内
細
菌
に

よ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
の
産
生
が
低
下
し
て
お

り
、
加
え
て
母
乳
中
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
含
有

量
が
低
い
た
め
、 

ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
欠
乏
性
出

血
症
を
き
た
し
や
す
く
、
消
化
管
出
血
に

よ
る
下
血
が
み
ら
れ
ま
す
。
そ
の
他
、
ビ

タ
ミ
ン
Ｋ
拮
抗
剤
で
あ
る
ワ
ー
フ
ァ
リ
ン

の
過
剰
投
与
に
よ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
大
部
分
の
凝
固
因
子
は
肝
で
合
成

さ
れ
る
の
で
、
肝
硬
変
や
劇
症
肝
炎
の
よ

う
な
肝
障
害
で
は
、
こ
れ
ら
の
凝
固
因
子

の
産
生
低
下
な
ど
に
よ
り
出
血
傾
向
を
示

し
ま
す
。
循
環
抗
凝
固
因
子
は
、
血
液
凝

固
を
阻
害
す
る
抗
体
の
総
称
で
あ
り
、
①

特
定
の
凝
固
因
子
に
対
す
る
抗
体
と
、
②

リ
ン
脂
質
に
対
す
る
抗
体
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
う
ち
出
血
傾
向
を
示
す
も

の
は
、①
の
凝
固
因
子
に
対
す
る
抗
体
で
、 

第
Ⅷ
因
子
に
対
す
る
抗
体
が
最
も
多
く
、

後
天
性
血
友
病
と
も
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
②
の
リ
ン
脂
質
に
対
す
る
抗
体
が

出
現
し
た
場
合
は
、
複
雑
な
機
序
に
よ
り

血
栓
症
を
き
た
し
ま
す
。
そ
の
他
、
本
誌

前
号
「
血
小
板
の
基
礎
と
そ
の
病
気
」
で

述
べ
た
播
種
性
血
管
内
凝
固
症
候
群
も
後

天
性
凝
固
異
常
症
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

■
線
溶
異
常
に
よ
る
出
血
性
疾
患

　

線
溶
亢
進
で
は
出
血
傾
向
、
線
溶
低
下

で
は
血
栓
傾
向
が
お
こ
り
ま
す
。
線
溶
亢

進
は
プ
ラ
ス
ミ
ノ
ゲ
ン
ア
ク
チ
ベ
ー
タ
の

増
加
か
、
線
溶
イ
ン
ヒ
ビ
タ
ー
の
低
下
に

よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。前
者
に
は
後
天
性
、

後
者
に
は
先
天
性
の
病
気
が
あ
り
ま
す
。

先
天
性
α2 

プ
ラ
ス
ミ
ン
イ
ン
ヒ
ビ

タ
ー
欠
損
症
で
は
、
プ
ラ
ス
ミ
ン
の
活
性

（
線
溶
）
が
高
く
な
る
た
め
、
血
友
病
に

類
似
し
た
出
血
症
状
が
み
ら
れ
ま
す
。
後

天
性
で
は
、
①
プ
ラ
ス
ミ
ノ
ゲ
ン
ア
ク
チ

ベ
ー
タ
が
過
剰
に
血
中
に
流
入
す
る
た
め

に
、
大
量
に
プ
ラ
ス
ミ
ン
が
産
生
さ
れ
る

場
合
（
一
次
線
溶
）、
②
フ
ィ
ブ
リ
ン
血

栓
形
成
に
引
き
続
き
、
血
管
内
皮
細
胞
か

ら
の
プ
ラ
ス
ミ
ノ
ゲ
ン
ア
ク
チ
ベ
ー
タ
が

流
入
し
て
起
こ
る
場
合
（
二
次
線
溶
）
が

あ
り
ま
す
。
①
は
医
療
に
伴
う
も
の
以
外

は
稀
で
あ
り
、
②
は
播
種
性
血
管
内
凝
固

症
候
群
が
代
表
的
な
病
気
で
す
。

■
お
わ
り
に

　

健
診
等
で
、
血
小
板
数
が
正
常
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
る
程
度
の
出
血
を

示
す
場
合
は
、
血
小
板
の
機
能
異
常
か
、

凝
固
異
常
、
稀
で
す
が
線
溶
異
常
の
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
血
小
板
の
異
常
で
は
皮

下
出
血
が
点
状
出
血
を
特
徴
と
す
る
の
に

対
し
、
凝
固
異
常
で
は
皮
下
出
血
が
大
型

の
溢
血
斑
で
、
関
節
腔
内
あ
る
い
は
筋
肉

内
出
血
の
よ
う
な
深
部
出
血
を
特
徴
と
す

る
こ
と
か
ら
、
出
血
の
様
式
で
両
者
を
あ

る
程
度
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
い

ず
れ
に
し
て
も
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
詳

し
い
検
査
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

 

（
終
）

１
９
５
１
年
生
ま
れ
。
１
９
７
６
年
新
潟
大
学
医
学
部

卒
業
後
、
新
潟
大
学
医
学
部
第
１
内
科
入
局
（
血
液
内

科
学
）、
１
９
８
２
年
よ
り
２
年
間
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
大

学
医
学
部
血
液
腫
瘍
科
（
フ
レ
ッ
ド
・
ハ
ッ
チ
ン
ソ
ン

が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
、
シ
ア
ト
ル
）
に
留
学
、
１
９
８
５

年
新
潟
大
学
医
学
部
第
一
内
科
助
手
、
１
９
９
５
年
新

潟
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
（
衛
生
技
術
学
科
）
教

授
、
１
９
９
９
年
よ
り
新
潟
大
学
医
学
部
保
健
学
科
（
検

査
技
術
科
学
専
攻
）
教
授
。
専
門
は
、
血
液
内
科
学
、

腫
瘍
免
疫
学
。

高
橋
益
廣
　
略
歴
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毎
日
の
整
形
外
科
外
来
に
は
腰
痛
の
患
者

さ
ん
が
多
勢
受
診
し
ま
す
。
患
者
さ
ん
か
ら

よ
く
聞
か
れ
る
質
問
で
す
が
、
骨
粗
鬆
症
は

腰
痛
の
原
因
に
な
る
か
ど
う
か
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。
通
常
、
骨
密
度
が
低
下
す
る
だ
け

で
は
痛
み
は
発
生
し
ま
せ
ん
。
骨
粗
鬆
症
と

関
連
す
る
痛
み
は
骨
折
が
発
症
し
た
時
に
見

ら
れ
ま
す
。
脊
椎
の
骨
折
は
骨
粗
鬆
症
性
骨

折
の
中
で
も
最
も
多
い
骨
折
部
位
で
、
し
ば

し
ば
こ
の
骨
折
に
よ
っ
て
激
し
い
腰
痛
の
た

め
動
け
な
い
状
態
に
な
り
ま
す
。
一
方
で
こ

の
背
骨
の
骨
折
は
痛
み
が
ほ
と
ん
ど
無
い
ま

ま
、
い
つ
の
間
に
か
潰
れ
て
い
る
場
合
が
あ

り
、
た
ま
た
ま
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
で
見
つ
か

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
骨
粗
鬆
症
患

者
さ
ん
で
は
脊
椎
圧
迫
骨
折
と
と
も
に
体
幹

の
筋
力
が
低
下
し
て
背
中
が
丸
く
な
る
円
背

と
い
う
状
態
に
進
行
す
る
と
慢
性
的
な
腰
背

部
痛
が
出
現
し
ま
す
。
こ
れ
は
筋
肉
の
血
行

障
害
や
変
形
し
た
脊
椎
に
よ
る
神
経
の
圧
迫

な
ど
痛
み
が
複
雑
化
し
て
痛
み
の
た
め
に
活

動
性
が
低
下
す
る
悪
循
環
に
陥
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
ま
ず
は
脊
椎
の
最
初
の
骨
折
を
予
防

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
背
骨
に
一
番
負
担

が
か
か
る
姿
勢
は
腰
を
前
に
曲
げ
る
動
作
、

す
な
わ
ち
前
屈
姿
勢
で
す
。
骨
粗
鬆
症
が
あ

る
人
は
特
に
前
屈
姿
勢
を
取
ら
な
い
よ
う
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
一
方
で
背
骨
の
骨
折
が

治
っ
た
あ
と
に
い
つ
ま
で
も
腰
痛
が
残
存
す

る
慢
性
疼
痛
に
は
通
常
の
痛
み
止
め
が
効
か

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
最
近
で
は
痛
み
を

い
く
つ
か
の
種
類
に
分
類
し
て
そ
の
痛
み
の

状
態
に
応
じ
た
お
薬
を
選
択
す
る
治
療
が
行

わ
れ
ま
す
。
痛
み
を
長
く
患
っ
て
い
る
と
、

脳
の
中
で
痛
み
を
感
じ
や
す
く
な
っ
て
普
通

は
痛
み
に
な
ら
な
い
よ
う
な
刺
激
が
痛
み
と

な
っ
て
伝
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
場
合
に
は
痛
み
の
感
受
性
を
正
常
化
す

る
よ
う
な
お
薬
が
効
果
を
持
ち
ま
す
。
医
学

の
進
歩
は
痛
み
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
し
て

そ
の
痛
み
を
和
ら
げ
る
治
療
薬
も
開
発
さ
れ

て
い
る
の
で
す
。

　

わ
た
し
た
ち
は
年
齢
を
重
ね
て
い
つ
の
間

に
か
背
中
が
丸
く
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
は

本
来
動
く
べ
き
胸
椎
や
胸
郭
の
動
き
が
悪
く

な
る
か
ら
で
す
。
日
々
の
生
活
で
背
筋
を
伸

ば
し
て
姿
勢
を
保
つ
こ
と
が
骨
粗
鬆
症
に
よ

る
背
骨
の
骨
折
を
予
防
し
、
腰
痛
の
予
防
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
背
筋
を
伸
ば
す
腕
の
押

し
引
き
体
操
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
肩
甲
骨
を

意
識
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
腕
を
前
に
伸
ば

し
、
5
秒
ほ
ど
止
め
て
次
に
後
ろ
へ
引
き
ま

し
ょ
う
。
普
段
動
か
し
に
く
い
部
分
の
ス
ト

レ
ッ
チ
に
な
り
ま
す
。
毎
日
の
継
続
が
未
来

の
あ
な
た
の
体
型
に
も
影
響
し
ま
す
。

骨粗鬆症連載　骨粗鬆症と骨折の予防

骨
粗
鬆
症
と
痛
み
の
関
係

医療法人 愛広会

新潟リハビリテーション病院

院　長

山本　智章

29

背筋を伸ばす：腕の押し引き体操

　両腕を前に伸ばして両手を合わせ、そのまま体が動かさないよう
にしながら両手を前に突き出します。次に、両肘を真横から後ろに
動かします。ゆっくり動かし、それぞれ５秒間止めましょう。
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上
　
月
　
篤
　
子

健
康
体
力
づ
く
り

ウ
エ
ル
エ
イ
ジ
ン
グ

プ
ロ
グ
ラ
ム

現 
代
人
の

　

こ
れ
か
ら
寒
さ
に
向
か
う
と
気
に
な

る
の
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
で
す

が
、
外
気
温
が
下
が
る
こ
と
に
よ
り
手

足
の
冷
え
や
、
こ
わ
ば
り
と
い
っ
た
症

状
が
出
た
り
、
腰
痛
肩
こ
り
等
の
症
状

の
悪
化
、
ま
た
、
運
動
不
足
に
よ
る
体

重
増
等
、
様
々
な
健
康
問
題
が
発
生
し

が
ち
な
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
、

今
回
は
、
防
衛
体
力
を
整
え
て
免
疫
力

を
高
め
、
体
の
中
の
環
境
を
整
え
て
行

く
こ
と
を
テ
ー
マ
に
お
伝
え
し
て
参
り

ま
す
。

「
行
動
体
力
」と「
防
衛
体
力
」

　

皆
さ
ん
は
、
こ
ん
な
心
あ
た
り
は
、

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

「
ち
ょ
っ
と
し
た
気
温
の
変
化
で
よ

く
風
邪
を
ひ
く
…
」「
風
邪
が
な
か
な

か
治
ら
な
い
…
」「
最
近
体
調
を
く
ず

し
や
す
い
…
」
等
、
お
心
あ
た
り
の
方

は
、
身
体
が
ウ
イ
ル
ス
や
外
部
環
境
に

対
す
る
抵
抗
力
が
弱
く
な
っ
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

人
体
は
、
外
部
環
境
が
変
化
し
て
も

体
内
環
境
を
常
に
一
定
に
維
持
し
よ
う

と
す
る
能
力
＝
恒
常
性
、
外
部
か
ら
の

刺
激
に
対
し
て
し
な
や
か
に
反
応
す
る

能
力
＝
適
応
性
、
色
々
な
病
原
菌
に
対

す
る
抵
抗
力
＝
免
疫
力
等
が
備
わ
っ
て

い
ま
す
。「
防
衛
体
力
」
は
、
こ
れ
ら

の
恒
常
性
、
適
応
性
、
免
疫
力
な
ど
の

働
き
に
よ
っ
て
、
人
体
を
取
り
巻
く
外

部
環
境
か
ら
の
様
々
な
ス
ト
レ
ス
に
耐

え
て
、
健
康
を
保
と
う
と
す
る
自
動
調

整
能
力
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
積
極

的
に
活
動
す
る
た
め
の
能
力
を
「
行
動

体
力
」
と
言
い
ま
す
。「
行
動
体
力
」

と
は
、
走
・
跳
・
投
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
な
積
極
的
に
身
体
活
動
を
行
う
た
め

の
体
力
で
す
。
健
康
を
保
つ
た
め
に
行

動
を
起
こ
し
、
持
続
さ
せ
、
調
整
す
る

た
め
に
必
要
な
体
力
で
も
あ
り
ま
す
。

行
動
体
力
は
３
つ
に
分
類

Ａ
健
康
関
連
体
力

筋
持
久
力

全
身
持
久
力

柔
軟
性

身
体
組
成

Ａ
Ｄ
Ｌ
（
日
常
の
身
体
活
動
）

B
行
動
を
起
こ
す
能
力

　

筋
力

　

パ
ワ
ー

　

瞬
発
力

C
行
動
を
正
確
に
行
う
力

　

敏
捷
性

　

平
衡
性

　

巧
緻
性
（ 

こ
う
ち
せ
い
＝
巧
み
に
体

を
動
か
す
力
）

　

こ
の
よ
う
に
、「
行
動
体
＝
攻
め
」

と
「
防
衛
体
力
＝
守
り
」
の
バ
ラ
ン
ス

が
整
っ
て
こ
そ
、
人
間
本
来
の
力
を
発

揮
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。ま
た
、

「
行
動
体
力
」
も
「
防
衛
体
力
」
も
運

動
不
足
が
機
能
の
低
下
を
招
く
要
因
と

な
り
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
次
に
、
ど
の

生

涯

現

役

の

体

づ

く

り

防
衛
体
力
を
整
え
て
免
疫
力
ア
ッ
プ
！

　

Vol.19
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よ
う
な
状
態
が
「
免
疫
力
」
を
低
下
さ

せ
る
の
か
？ 

を
ご
紹
介
し
て
行
き
ま

し
ょ
う
。

免
疫
力
低
下
の
サ
イ
ン

　

体
力
の
低
下
は
、「
最
近
疲
れ
や
す

い
…
」「
疲
れ
が
取
れ
な
い
…
」「
坂
道

や
階
段
が
つ
ら
い
…
」
等
、
比
較
的
自

覚
し
や
す
い
と
思
い
ま
す
が
、
免
疫
力

の
低
下
は
、
な
か
な
か
自
分
で
は
気
付

け
な
い
、
ま
た
、
気
付
き
に
く
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
次
に
4
つ
の
側
面
か
ら

免
疫
力
の
低
下
を
招
く
状
態
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

食
事

不
規
則
な
食
事
や
バ
ラ
ン
ス
の
偏
っ

た
食
事
、
頻
繁
な
飲
酒
や
食
欲
の
低

下
も
要
注
意
！

　

生
活
習
慣

睡
眠
不
足
、
運
動
不
足
、
入
浴
が
シ
ャ

ワ
ー
の
み
、
喫
煙
習
慣
が
あ
る
方

　

身
体
的

低
体
温
、
冷
え
症
、
頻
繁
な
下
痢
や

便
秘

　
社
会
的

人
間
関
係
の
ス
ト
レ
ス
が
多
い
、
ス

マ
ホ
、
パ
ソ
コ
ン
の
長
時
間
の
使
用

　

こ
の
よ
う
に
、
誰
し
も
心
あ
た
り
が

あ
る
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？
現
代
は
、
ス
ト
レ
ス
社
会
と
表
現

さ
れ
る
よ
う
に
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
免
疫
力
を
低
下
さ
せ
る
傾
向

に
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
私
た
ち
は
、
取
り
巻
く
環
境
を

理
解
し
、
日
々
の
生
活
の
中
で
、
体
内

環
境
を
整
え
、「
防
衛
体
力
」
の
維
持

に
積
極
的
に
取
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

免
疫
力
を
高
め
る
方
法

　

食
事
内
容
の
見
直
し

食
物
繊
維
や
ミ
ネ
ラ
ル
を
多
く
含
む

食
事
を
心
が
け
、
バ
ラ
ン
ス
良
く
食

べ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

添
加
物
や
化
学
調
味
料
の
多
用
も
避

け
ま
し
ょ
う
。

　

活
動
量
ア
ッ
プ

体
温
の
上
昇
が
免
疫
力
を
高
め
て
く

れ
ま
す
の
で
、
日
々
の
生
活
の
中
で

歩
数
や
活
動
量
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

毎
日
の
ラ
ジ
オ
体
操
も
効
果
的
で

す
。

　
質
の
高
い
睡
眠

睡
眠
の
質
は
、
自
律
神
経
の
働
き
を

正
常
化
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
寝
具
や

照
明
、
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
等
安
眠
に
つ

な
が
る
一
工
夫
を
！

　
呼
吸
を
意
識

深
呼
吸
や
腹
式
呼
吸
を
意
識
し
て
実

践
す
る
だ
け
で
も
自
律
神
経
の
働
き

が
正
常
化
し
て
、
ス
ト
レ
ス
も
緩
和

さ
れ
ま
す
。

　
笑
う
こ
と

笑
う
こ
と
で
、
Ｎ
Ｋ
細
胞
を
活
性
化

し
て
体
の
免
疫
力
が
上
が
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
Ｎ
Ｋ
細
胞
は
、

ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ
ラ
ー
細
胞
と
言
い
、

私
た
ち
の
体
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、
が

ん
細
胞
や
体
内
に
侵
入
す
る
ウ
イ
ス

ル
等
、
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
物
を

退
治
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
笑
い
が

発
端
と
な
り
Ｎ
Ｋ
細
胞
が
活
性
化
し

免
疫
力
が
高
ま
る
こ
と
は
、
様
々
な

研
究
結
果
か
ら
実
証
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
体
温
の
上
昇
の

た
め
に
も
、
お
風
呂
は
、
シ
ャ
ワ
ー
だ

け
で
済
ま
せ
ず
、
湯
船
に
つ
か
っ
て
リ

ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
も
免
疫
力
ア
ッ
プ

に
は
効
果
的
で
す
。
日
常
生
活
を
振
り

返
り
、「
ち
ょ
っ
と
食
事
が
ア
ン
バ
ラ

ン
ス
か
な
…
」「
ち
ょ
っ
と
活
動
量
減
っ

て
い
る
か
な
…
」
と
感
じ
た
ら
、
出
来

る
と
こ
ろ
か
ら
解
消
し
て
行
く
こ
と
が

体
内
環
境
を
整
え
、
自
律
神
経
の
働
き

も
改
善
さ
れ
、
免
疫
力
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
り
ま
す
。
ま
た
、
自
律
神
経
の
働
き

が
整
う
こ
と
で
体
の
中
で
好
循
環
が
働

き
ま
す
。
冬
に
備
え
「
防
衛
体
力
ア
ッ

プ
」「
免
疫
力
ア
ッ
プ
」
に
一
歩
踏
み

出
し
ま
し
ょ
う
！　

　

最
後
に
、
手
軽
に
出
来
る
活
動
量

ア
ッ
プ
の
実
践
方
法
と
し
て
、
ラ
ジ
オ

体
操
の
実
施
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
日

本
人
な
ら
年
齢
問
わ
ず
、
誰
で
も
知
っ

て
い
る
内
容
で
す
。
3
分
間
で
す
が
、

全
身
を
く
ま
な
く
動
か
す
こ
と
が
出
来

て
毎
日
実
施
し
て
頂
く
に
は
お
す
す
め

の
内
容
で
す
。
是
非
、
効
果
的
な
ラ
ジ

オ
体
操
を
実
践
し
て
み
て
下
さ
い
。
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上月　篤子 （こうづき あつこ） Kouzuki Atsuko

フィットネスクラブでの企画運営に関わるアドバイザー、スーパーバイザー、

また、インストラクターの育成・研修等経験し、18 年前に独立。企業におけ

る健康づくりの企画・運営及び、フィットネスクラブでのレッスン、パーソナ

ルトレーナー、イベント等各種の業務を受託している。

株式会社ボディムーブズ代表取締役

アメリカスポーツ医学協会
ヘルス＆フィットネススペシャリスト

ラジオ体操活用術

体重70㎏ の男性がラジオ体操を3分間実施すると15.75kcalになります。

週5回15分間実施すると：78.75kcal消費します。

1ヶ月 25日実施したとすると：393.75kcal

1年間で：4,725kcal

１kg の体脂肪を燃焼するには：7,000kcal ≒ フルマラソン3回分に相当します!!

ナ・ナント！！
毎日、職場で効果的なラジオ体操をすると1年間でフルマラソン2回分を走ったとほぼ同じ消費カロリーを

燃焼することになります。毎日のラジオ体操で血液循環も良くなり、筋肉も刺激され、全身の活性化につなが

ります。

池上晴夫「運動処方の実際」大修館書店，1987など

体力{
行動体力

1.行動を起こす能力
 （1）筋力…………… 筋機能
 （2）筋パワー……… 筋機能

2.行動を持続する能力
 （1）筋持久力……… 筋機能
 （2）全身持久力…… 呼吸循環機能

3.行動を調節する能力
 （1）平衡性………… 神経機能
 （2）敏捷性………… 神経機能
 （3）巧緻性………… 神経機能
 （4）柔軟性………… 神経機能

{
防衛体力

1. 物理化学的ストレスに対する抵抗力
 寒冷、暑熱、低酸素、高酸素、低圧、高圧、振動、化学物質など

2.生物的ストレスに対する抵抗力
 細菌、ウイルス、その他の微生物、異種蛋白など

3.生理的ストレスに対する抵抗力
 運動、空腹、口渇、不眠、疲労、時差など

4.精神的ストレスに対する抵抗力
 不快、苦痛、恐怖、不満など
{
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〒950－0194 新潟市中央区紫竹山2丁目6番10号  TEL 025-245-1111  FAX 025-245-1155

創
　
　
業
　
昭
和
29
年
9
月
10
日

設
　
　
立 

　
昭
和
34
年
3
月
20
日

事
業
内
容
　
総
合
建
設
業

 

　 

土
木
工
事
業
、
建
築
工
事
業
、

砂
利
砕
石
生
産
販
売
業
、
産
業

廃
棄
物
収
集
・
運
搬
業
、
宅
地

建
物
取
引
業
、
企
画
開
発
事
業

経
営
理
念
　 

４
つ
の
事
業
で
、
人
と
自
然
の

幸
福
を
追
求
し
ま
す
。

 

　
人
類
は
、
火
や
言
葉
、
道
具
を
手
に
入

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
然
の
脅
威
か
ら

身
を
守
り
、
快
適
に
暮
ら
す
技
術
を
高
め

て
い
き
ま
し
た
。
同
時
に
、
そ
の
自
然
か

ら
大
き
な
恵
み
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
日
々
の
暮
ら
し
を
成
り
立
た
せ
て
き

た
の
で
す
。
本
来
、
快
適
で
、
豊
か
な
暮

ら
し
を
造
る
こ
と
と
自
然
に
配
慮
す
る

こ
と
は
不
可
分
な
も
の
で
あ
っ
た
は
ず

で
す
。

　
私
た
ち
は
、道
路
を
造
り
、橋
を
架
け
、

暮
ら
し
や
す
い
街
を
創
る
と
同
時
に
豊

か
で
美
し
い
自
然
を
傷
つ
け
ず
、
守
る
こ

と
を
考
え
て
き
ま
し
た
。
長
年
培
っ
た
技

術
を
も
っ
て
、
人
と
自
然
を
調
和
さ
せ
、

人
に
と
っ
て
も
、
自
然
に
と
っ
て
も
幸
福

な
「
環
境
」
を
創
造
す
る
こ
と
。

　
私
た
ち
は
こ
の
理
念
を
土
木
・
建
築
・

建
材
・
環
境
研
究
の
４
つ
の
事
業
に
生
か

し
、
新
時
代
の
建
設
を
創
造
す
る
た

め
に
、日
々
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

　「
健
康
管
理
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

中
越
興
業
グ
ル
ー
プ
と
し
て
関
連
会

社
を
含
め
健
康
医
学
予
防
協
会
様
に

定
期
健
康
診
断
で
お
世
話
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
引
き
続
き
従
業
員
の
健

康
維
持
、
増
進
の
た
め
ご
指
導
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

株
式
会
社 

中
越
興
業

　

我
が
家
に
は
、
今
、
一
匹
の
雌
猫
が
ペ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
。
過

去
に
は
「
栗
鼠
」
４
匹
、「
鶏
」
１
羽
、「
兎
」
２
羽
を
、
そ
れ
ぞ
れ

期
間
は
長
か
っ
た
り
短
か
っ
た
り
だ
が
ペ
ッ
ト
と
し
て
飼
っ
て
い
た

時
が
あ
っ
た
。
ペ
ッ
ト
を
飼
っ
た
経
緯
は
、
娘
に
せ
が
ま
れ
た
り
、

「
鶏
」
は
、
近
所
の
養
鶏
場
で
（
ブ
ロ
イ
ラ
ー
用
の
雛
と
し
て
出
荷

す
る
た
め
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ば
れ
る
途
中
）
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
落
ち
た
と

こ
ろ
を
息
子
に
拾
わ
れ
た
り
、
等
。

　

過
去
に
は
御
多
分
に
も
れ
ず
「
ペ
ッ
ト
ロ
ス
」
も
経
験
、
妻
は
二

度
と
ペ
ッ
ト
は
飼
わ
な
い
、
と
言
っ
て
い
た
が
、
あ
る
日
、
人
懐
っ

こ
い
猫
が
腹
を
空
か
し
て
我
が
家
の
台
所
に
侵
入
、「
ス
ー
プ
カ

レ
ー
」
の
残
り
を
食
べ
た
時
か
ら
事
態
は
急
変
。
最
初
は
近
所
の
行

儀
の
悪
い
飼
い
猫
と
思
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
向
に
帰
っ
て
行

か
ず
、
家
の
周
り
に
居
続
け
、
ご
は
ん
時
（
腹
の
空
い
た
頃
？
）
に

な
る
と
「
ミ
ャ
ア
ミ
ャ
ア
」
鳴
く
の
で
あ
る
。

　

回
覧
板
等
で
飼
い
主
を
探
し
た
が
、
名
乗
り
出
る
主
も
な
く
、
そ

の
う
ち
情
が
移
っ
て
、
と
う
と
う
家
族
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

我
が
家
に
現
れ
た
頃
の
し
お
ら
し
い
態
度
は
消
え
去
り
（
妻
に
似

て
い
る
）、
ア
チ
コ
チ
爪
を
立
て
る
や
ら
、
障
子
は
破
る
や
ら
、
や

り
た
い
放
題
。
し
か
し
、
そ
こ
は
ペ
ッ
ト
。
愛
玩
動
物
と
は
よ
く
も

言
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

今
で
は
妻
も
私
も
ニ
ャ
モ
（
不
覚
に
も
可
愛
く
命
名
）
の
こ
と
を

話
す
時
、
何
故
か
和
む
の
で
あ
る
。

　

ペ
ッ
ト
が
「
身
体
や
精
神
の
健
康
」
に
与
え
る
良
い
影
響
（
癒

し
・
大
脳
皮
質
神
経
の
活
性
化
・
孤
独
感
や
疎
外
感
や
ス
ト
レ
ス
の

軽
減
・
心
拍
数
や
血
圧
の
安
定
・
幸
せ
ホ
ル
モ
ン
＝
オ
キ
シ
ト
シ
ン

＝
分
泌
、
等
々
）
に
つ
い
て
は
各
方
面
か
ら
効
果
・
効
用
が
多
く
語

ら
れ
て
い
る
。
我
思
う
に
生
ま
れ
も
育
ち
も
性
格
も
趣
味
も
嗜
好
も

全
く
違
う
男
女
が
一
緒
に
な
っ
て
い
る
夫
婦
の
関
係
を
長
く
良
好
に

保
つ
に
は
、
互
い
の
愛
情
・
思
い
や
り
・
妥
協
・
諦
め
が
必
要
な
の

で
は
？
そ
し
て
、
そ
れ
ら
が
消
え
失
せ
て
し
ま
っ
た
時
、
ペ
ッ
ト
が

い
な
か
っ
た
ら
…
と
、
深
い
思
い
に
至
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
旦
那
の
健
康
よ
り
、
猫
の
健
康
が
気
に
な
っ

て
い
る
様
子
の
妻
の
健
康
診
断
を
早
く
予
約
し
な
い
と
、
ニ
ャ
モ
を

介
し
た
妻
と
の
良
好
な
（
？
）
関
係
が
崩
壊
し
て
し
ま
う
の
で
は
？

と
気
が
せ
く
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

随想

我
が
家
の
ペ
ッ
ト（
猫
）の
功
罪
に
つ
い
て
思
う

一
般
財
団
法
人 

健
康
医
学
予
防
協
会 

総
務
部
専
任
部
長  

長
谷
川
奉
春

　

朝
晩
の
寒
さ
も
厳
し
く
な
り
、
秋
も
深
ま
っ
た
感
の
今
日
こ
の
頃
。

 　
「
白
玉
の
歯
に
し
み
と
ほ
る
秋
の
夜
の

 

酒
は
し
づ
か
に
飲
む
べ
か
り
け
り
」

　

酒
好
き
に
は
何
と
も
堪
ら
な
い
短
歌
で
す
が
、
そ
の
境
地
が
実

感
で
き
る
の
も
肝
機
能
を
含
め
て
の
健
康
が
あ
っ
て
こ
そ
！

“先
ず

隗
よ
り
始
め
よ
”
お
客
様
に
健
康
を
セ
ー
ル
ス
す
る
私
た
ち
も
日

頃
か
ら
体
調
管
理
に
万
全
を
期
し
、
心
身
の
健
康
を
維
持
し
て
季

節
を
楽
し
み
た
い
も
の
で
す
。 

事
務
局
　
長
谷
川
奉
春

 （
株
）
中
越
興
業
　
グ
ル
ー
プ
会
社

・
東
部
建
設（
株
）

・
長
岡
舖
道（
株
）

・
三
島
谷
興
産（
株
）

・
長
岡
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー（
株
）

・
環
境
資
源
開
発（
株
）

・
中
越
環
境
開
発（
株
）

・（
株
）グ
リ
ー
ン
ズ
プ
ラ
ン
ト
中
越

・
中
興
ビ
ル
ヂ
ン
グ（
株
）


